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仔馬のパラチフス症に騎ナる研究

III- EJ流?を菌lこ撃をするf子高の血清反慮に就い℃

浅田幸義一

{北海道大皐撃墜撃部家審議史準教室:主任千戸数持)

L 繕 言

北海道に於てはお流産菌に起i現する仔民パラ

ヂソス症が多く，之守;の府民鑑定に古って血清診

断を求められる場合が多い。との111't';1の岱j弘法診

断法をこ積々吟味LているIUl'乙生後日教の少ない

初生駒に於ける血清反!患の怒度は幼!拘，成.I.!Jせ;の

それと異なる ~11: を知った。そとで件ffHI1に於ける

抗体の移行謝孫，感染時え詮議防ii主主妥結持に於け
る抗体の1:1¥現消長を系統的に研究し一血清li今践に

到する基本的な知見の|培羽iをE試みた結果些か丹no
を得たのでγ本報台を絞り大方の，参考に1JI，:せんとす
るゴく弟である。(本要行の 1部は昭和:l4年生 JL

弁(C251亘FI本数器準合に於て護;長LたL

11. 健全な母仔間に於ける
抗体の移行関係

11)向上駒の血清反誌を論やるに蛍つては先宇持

ffl1¥1の抗体移行閥孫を明かにして会かねばならな
い。 GKり尚子:H.(1925)が初めて各種動物の胎盤構

造に悌]する新知見を議去して以来， lVI九州lN"!i;1) 

(1u:m)， 藤村等2)(昭和 8-1933)，SClINEII)ER等3)

(1941)， 1IAR:¥lS4) (1942)， BRUNFR "fj;5) (1948)はlG

のほfftiJ1に於ける抗体移行の関係を迫及L，何れ

も時f判長tl~こ於て産生される各種抗体は胎盤を活過

せ示、初乳のみを介Lて初めて仔.U~へ移行するもの

と1詳した。特に藤村等2)及び BRUNER'守;5)は民流

J;m伝iの凝集素に;宇l~てとの芸員j係主設 llf~ Lたので遣う

る。者瓦l土光や持流産露i死菌議防液を接種又は接

結 Lない妊i誌に就て，分娩後の虫清;及ぴイザj乳内の

凝集主i毛主主主体結合ー長量主JLびにその初生!手jの初乳lllli
乳前後に於ける体内i疑集素，首長体結合索のtH現治

i去を観察L，以てほ仔1mの抗体移行の闘係を絵討

L1<こ0

1. 議院液接種母罵とその仔罵との関係

112ザIjのを:土持:詐を 1回限りの検在に， 19例の

吋:仔:詳を主主絞検従に担I~した。 母MJ江主替、が多く年

斡は 5""，23歳で何れも与年定期的に橡防接種を'乏

Itてままり，分娩持の凝集{買は 1: 1600 '-' 1 : 12800 

Iこ法Lていた。之!'S;t亡:1Il:て分娩と同時にその初乳

及び、言語後の掌1.11-1司綴集素主主び、にに.イ有初与司j生駒の宥初j宰筑L担補吊穿乳L 

I雨前許請[後tに乙於ける陥恥Li清苫内説集来素二のtH刊l現治長を稔

以てt母手{仔子i間i品部llrι乙於けるi挺疑集素の移行接議闘主討i孫を7窺草混iつた。

第 1去に 1l部の成誌を示L1<こ通りうま娩也後の

初生駒;主的ぎLï~íjで、あれば灘集1加工許通 1: 25を超

えない。然Lー・J1.111向上後?主主之も主主いもので2時11¥1

午，通常ほ .1--10時11¥1主主笠て胤清Ijqこ擬集素の移

行が認められる。之に反L生後虚弱で‘起立不能の

魚崎乳ずる事の出来なかった 2頭では，分娩後24

時間以上を経過しても説集素のtH現は全く認、おうら
れないが U~ 1去に示す 5披仔MJの如く生後2自

l-:i初めて暗乳させた結:!長急r速に凝集素のtH現を認

めた。

手:lJ生駒へ移11した凝集手伝;主的乳不能若Lくは
巨lli字L}Jの材い五位材f婚を除くと，生後九そ 20~40時

IHlで古UZiに詮:し公正:j1 : 1600を示すものがあったむ

之咋の仔.UJl'こ於ける凝集慣は概して犬々のi手おお

集摂の高低に比例L， 一般にほお凝集1rl1: 1600 

以上に封Lf子民は 1:400以上主示すが， 11 ~~主 ff

民(弟 L長)の如き経度に止まる{~~外も極く少数

乍ち存在する。 故戸jr乙達 Lた凝集積辻 2~3 H後

より下降し始め，又移iil/た編集素はt手話のJ古Li古

凝集{買とは無酪i採に犬々相異なる低干

を元ミL1<こo

!!IJち 1:200以下にfli'lょする託妥する真!1IH1は，

第 1・長 11及び 125t主仔おの如く対持日のものもあ



Table. 1. Transferenee of antibodies from immunized mother mare to her foa1. 

S 器 il I2 円(;l5l7l;9
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TahIe. 2. Decrease of three kinds of antibodies which were 

transmit旬dto foal from immunized mare. 
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Note: Precipitin Reaction wa~ carried out at 2 antigen dilutions， 1 :ラ and1 :2ラ.

Tahle. 3. P悶 enceof pa8Sive agglutinins and compl.-fix. anti鴎ieswhiとhwere 
transmitted from immunized mother mares to their respective 

suckling foals，at various stages after birth. 

Immunized mothermares Suckling foals 

No・ Aggl.titre C. F. T・ Daizt;ter1Agd-titre |c.F  E 

1 : 32∞ 時叶++ 1 : 16∞出 l 十+ ++十
9 1 : 1600 -I 4 1: 8∞ 
Horo ラ 1 : 3200 惜什十 8 1: 800 砕++ + 
わ 6 1 : 3200:士) 寸H- +十 十 8 1: 800 砕十+ ・ト

12 1 : 1600 iIf 長争 制 9 1: 800 すn 五十 せト

" 16 1 : 3200 計十+十 13 1: 4∞ 制++十

" 21 1 : 1600 的十+十 18 1: 400 十土

" 24 1 : 1600 十 26 1: 200 

To ラ 1 : 3200 掃 討ー俳 26 1: 8oo::t) 酔++ 十

円 8 1 : 3200注)-' 併什十 36 1: 2ラ 土

H ! : 3200 tll- 討十+ 40 1:400 十士

豆ine 3 1 :，3200 ' 什十十十 40 1: 2ラ 十

"4  1 : 64oo~士} 似す11ー+ 40 1: 2ラ

η5  ] : 3200 - 44 1: 400 十二;二

ヨ 2 1 : 1600 44 1: 100 十

Kine 6 1 : 64oo(士 47 ]: 400 十十 十 士

H 4 1:6400 ラ 1: 100 件件十

" ラ 1 : 3200 ラ4 1: 100ぜう

Kine 7 1 : 3200 ラ6 1 :玲 十士

"9  1 : 6400 ラ8 ‘1: 200 ++ イー

.• 10 ] : 64oo(土 60 1: 200 廿十

" 12 1 : 3200 62 -i J: 2ラ
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60A1主保持されるものの如くである。な会沈降ぷー

に鞠じては初生伊~.由.請がiK(三度に乳濁している事が

多いので検究を断念した。

2. 誘拐;夜非接種母罵とその仔馬との麗係

議防1l主主接持:せ宇議集債 1:続的以ー下に!とまる

時おかち生まれた初生駒 103頭 ({nJれも生後2011

未満)に就て，有j乳の言m乳前後に於ける晶1.法凝伝
説を検去した。Illti乳l誌はがJれも例外なく 1: 2[)以

下を示し時n乳後と雛も 1:200以下に主まるもの
が 95頭で既倒的に多くー 1:400(土)及び、 1:400む

示したものが各4頑という成績を符た。補体結合

反感で試， 持母:誌i

度のi溶容詰鹿L防j止i二を示しf池i也包の 8紛09頭員如tは主詮f性主でで‘ある。 同j

Lて之宰ほ馬からIil¥J乳した初生駒は 3頭が陽性む

示したが，との11'2頭頃c4:，長幌2，幌 11披)It 

凝集{買が何れも 1:400 でJ1.つドム馬の11M本結も i場t/l~

のものであり，抱の 19兵(穿C4表 206競iは生後

17 日のもので隣帯炎一及び閥節炎のf，i~扶を宅L ， f:上

馬血清の凝集積 1:400，ちM本結陰性に封L凝集111

1: 2[) (+)，補体結は血清質量O.O!)ccでrlt等度の出

血訪¥11二を示Lたものである。.以上かち待三患の相i休

結合摂が低いと，之官;から生まれた初生駒は初芝L

を暗ませてもTr¥i体結法依然陰'1:'1:に!とまるものが多

又略Il乳後初生駒の擬集積がたとえ 1:400(立

118 

く，

33 

り， 又!i~2表 202披仔11主及び第3去お:2!)， 1，，] 31 

披仔民の如く 100li前後に及ぶものも例外的に存

在するが，一般は第2，3 =:去に示す如く:~;")......，4!) FI， 

~くも 60 日で 1: 200以下に低下する。

以上の成績から，有j生駒は初乳を介して母体

かち凝集素を吸殺する事泣明かである。

第 1去に示す如く7象紡i夜の接種を受けた母民

の初季L中には多量の凝集素が合まれ，その慣は多

数伊jに於て血清凝集{買に略等しいが中には 1管程

度血涜僚主凌篤するものもあった。

馬の存J乳は飴色，粘調であって，中に含まれ

る有形成分の形態的視察からその分泌される期|誌

は分娩後凡そ 3~4 日 i詰!と推定されるが， 凝集債

は分泌初日のものが主主正:iであってその後は急速に

降下L.-'.1.きは 3/~4 日，、起きは 1 週以内に 1: 200 

に11l"Fする。然L死J老若Lくは仔馬虚弱による円ti

$L不能梯!の母馬初季Lでは，初雪Lの'~l:朕泣び!tCî正;j凝

集慣がより長く保安寺される。

主lJ.t主採集素のみに;誌で論ヒたが，持f子j古L治

誌ぴt三位{号初季Lrftに合まれる告¥i体結合抗掠も亦冴5

1表及び第3去に示す如く，凝集素に比例Lて消

長する事が判る。両Lて有j乳中のちn体結合抗体は
毛IJ雪Lの分泌後3日f立の経過で急速に減少消失する

がに -JI.:伺生駒f本内へ移行Lた同抗体時通常 30.....，
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今以上の成績の 1部主表示せば第4表の如く

になるc

一仔馬のベラヲアス抗に関する研究

純度迄上昇するも補体結は之と全く無関係に険性

を示すものの如くである。

諸問←

Transference of antibodies from non-immunized mother 
mares to their respective suckling foals. 

Table. 

Suck1ing Foals 

C. F. T. 

0.2 0.1 0.0ラ
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A~gl. titre sr'hu 

y
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Non-immunized mother mares 

Aggl. titre C. F. T. 

0.2 0.1 
No. 

0.0ラ

2 十十1 : 400 

1 : 400 

210 

209 

4 1 : 800 Horo 

4 ト十十111: 800 2 

ラ1: 800(士)208 

1: 200 

1 : 200(会

6 

7 

ふき寸す"ill 1 : 800 

1 : 800 

3 

4 

Horo 

1 : 400 8 " 

」1 : 800 9 

十1 : 800 10 

酔「++ 十iI1 : 800 11 " 

1 : 200 13 

寸ー÷十1 : 100 14 " 

寸ー1 : 800(土}iラ

→司十け1: 400 17 

十1 : 400 206 

(+)--1: 400 13例， 1: 800 (士)1例で、あった。怒し

之等の凝集{立に捗;て感法，非感染どi司定する基準

はft-Yr:Lない。然るに有!l体結合反底を雲施した43
材料に杭てみると，材料賓全 O.Of>ccで守容品工防止を

示したものは血清， f品i笥j夜，心嚢71'主主通ヒ 34材料

(79.196)， 0.1 ccでは 39材料 (90.796)である。え沈

降反匝:に於ては抗原(抗原製法:宣言語水 1cc rtlに

100mgの害1]に記長正iを:浮滋せLめ之を 1000C10 
分Il¥i加熱後 8f>OO呂田枠で4f>分1111遠心沈澱して

作たるJ-.誌を抗原とすjの 2f>倍稀科液乞以て;主

r寺法を行う時十耗j度以上に白濁の認められたも
のお材料 (29.6?1J)， f> 1府税率抗原を以てする時辻

14材料 (f>1.9鬼}という成総を示Lた。.叩ち生後綬

時丹の .u~iオ己売菌感染ff.(gの!血清，閥Uìj液その砲を

材料とする兎疫反感に於て，凝集i買による判定は

頗る l~l難なるに反 L他の 2 反悲殊に補体結がf持率

に陽性反肱を平.する事は狩記すべき用・見と考えら

自然感染仔罵の血清反蔭

).!ði屯 i主W~H毒殺による閥笥j炎，掛布;炎その抱の

泊所昂:肢を1'1"う仔おであって，土ii養材料により註

接.lJJ流京事1を検出L得たものの中， 生後60日未
満のもの 29頭につき， 之守;かち採取した樹笛ji夜

28，出‘消防，心嚢水1言1・4f>11t:を材料と Lて，凝
集，きl!l休毒ii及び沈符の 3荷受校反拡を賓施Lた。
，29頭 4f>材料の111，1 () 頭部材料 (樹笛液 14，一巾百雨耐胤耐n札川L吋.i

1ω0，心嚢水 1)に誠;て;主 3和反誌を， 11頭 18材料

{言語主:ii液 12，出j長{りに凱ては凝集及び補体結の 2

反誌をえ2頭 2材料(開笛j夜2)に;り:ては凝集及

び沈降の 2反悲を賓施した結果， 2155去に示すtm
き成主立が符られ7こ。

1!Dち擬集積立血清，齢i笛j夜，心嚢7j主主通ヒ{ilJ

れも 1:2G (一)'"'"'1 : ~紛(+)の範\1;:11斗にある。即ち

1: 2!)以下 7例， 1:!)O(土)--1 : 100 24 f砥 1:200 

111. 
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Table. 5. Relation between Aggl. Test，Compl. Fix. Test and Prec. Test with serum， 
synovial fluid， "etc.of the "naturally infected foaIs under 60 days of age. 

No. of foリa昌Is司 (jDaybsiratfh ter (jDfa吃llsiEEaEr fti1e1 r Materials 
lAggltitre l ofritoラ!examined 1 : 1 

14ーラ9 11 ' ミ:令 Synovial fluid J : 2ラ{→ すu 十 一 ++ 
17-51 34 16 " 1: 2ラH す|ト オ:1 -p.f 

17ーラ3 17 7 Serum 1: 2ラ{士) +十} 寸千ト +十ト
‘a・

14-4ラ 26 10 " 1 : 2ラ 十 十
P 

13-96 36 6 Synovial fluid 1 : ラ征士) 十 + 十 す十ト

14-4ラ 22 " Serum 1: 50:.t) 一
17ーラ2 39 22 Pericardial fluid 1 :ラO廿 対争 村十 すす上

14-46 20 10 Synov語1fluid 1 :男。 十+

14-47 22 1ラ " 1 :ラO +1ト すf十 ++ 一
14-63 39 37 " 1 :ラO 升十

17ーラ2 23 6 Serum 1 : ラむ ;1+ すIit+，..，対十

13-101 47 3 Synovial fluid 1 : 100 升十 件十 廿十 すt十

14-62 19 12 " 1 : lGO す十ト すtト +十

17ーラ2 32 iラ " 1 : 100 廿十 汁十 廿十

17ーラi 2ラ 7 Serum 1 : 100士) 十1+ 村ttt角'升十

" 41 23 Synov語1fluid 1 : 200士) 骨子 村十 廿争

17-8ラ 26 4 Serum 1 : 2∞士} 計十 村十 す士十

19-18 31 21 Synovia1 fluid 1 : 200~士) 村+ if争 十十十

" 36 26 " 1 : 200:士) 今十!， サ十争 +f争

13-97 " ]2 " ] : 200 卦十 村十 寸十ト をH"

13-101 ラ0 6 Serum J : 200 +1十 廿士 廿1ト す+

13-JOラ 4ラ 16 " 1 : 200 封十 十+ す+

13-97 36 12 " 1 : 400 対t 廿十 す士十 幹十

14-4予 27 11 "ー 1 : 400 十 十 十十

14ーラ3 24 18 Synovial fluid 1 : 800:士} 升十 ÷十

13ーララ 41 37 Serllm 1: 2ラ(ー) 二l" -1 

13-66 28 10 Synovial fluid 1 : 2ラt→ 廿t す十ト i-i! 

14-41 33 32 " 1: 2ラ(一) -tf! ++ 

18--43 18 11 " 1 :ラ0:士} ++ 寸ー ー←1::

17-101 26 2 " ] :ラO壬) オIr 11ト すIt

18-48 20 8 " 1 :ラ0'1-) +ft ++ 

13ーラ3 18 11 Serum 1 :ラO を}!- す!I すIt

" 
，. 

" Synovial fluid ラO す11 十+ .-
" ラi 44 Senim 1 :ラO i11 廿! すlf

" " " Synovial fluid 1 :ラO オ.. T.ι 十I~

18-48 20 8 Serum 1 :ラO ォ11- 1，: ';11 
4 

19-21 27 6 Synovial fluid 1 :ラO 言ii す1: サH

19-34 43 Unknown " 1 :ラ0 計! 安十 吋す

13-]01 ラ0 6 " 1 : 100 骨十 ÷ト十 4す十

" 57 13 Serum 1 : ]00 サ十 長ト Hト

" ラ9 iラ " .1 : 200;士) tf十 +すト 持十

19-18 11 1 Synovial fluid 1 : 200(土) + 一
" 46 36 " 1 : 400:土} +f十 特十 計十

14-70 20 3 " '.ラO

20ーラ 16 8 " 1 :ラO 土

Note'; . SalmonetlααゐoγtU8equi 'was foundbacteriologically in all these foals. 

Prec. 
1 :ラ 1:2多

』ト ート

一
ーし

十 一
+十ト 十

一

十す

一 一
?ト

÷十+

十

十十

村十

十

一 一

ート 一
一



護問←ー仔馬のパラチアス症に関する研究

れるー渡部6)(昭和12-1937)も北i請に於て生後77

丹未満.のお流産:菌感染仔烏血清6例に款で凝集及

び、補体結の 2反感を試み，著者と!riJ桟補体結合反

悲のみが特異的に陽性を示す事に注flL興味深い

現象であると述べている。

以上の桧在材料J主生後 60日未満の仔おかち

搾取し，たものであるが， 著者は廷に生後 60円以

上の病仔民 241iJ:tの材料に就ても 1;訴まの検来を行

Table. 

143 

った。

第6去にその成誌の一部を示したのである

が， 生後九そ 60~70 日以上を経過した仔馬の材

料で辻，凝集慣も 1:400以上の上昇を示し生後60

n以内の仔馬に辻べ議集素の産生が著UJjと友るも
のの如く見受けられる。 3ζ之等の馬では同時に補

体結合抗体，沈降素も千行して出現する。

6. Serological reactions in the naturally infected 
foals more than 70 days after birth. 

No. of foals d
m
~
 

宅

-z・晶
、J
J
雪
き
孟

・
氏
問

Q
u
m
v
 
s
 

Days 
after 
birth 

Prec. 

1 :ラ 1: 2ラ

C. F. T. 

0.2 0.1 0.0ラ
Aggl. titre 

Asahi-19.2 
38 廿ト 寸ー

Joint 
67 

2ラ士} ，;十

800 オト十十~十十+十 十十ト 1千十

Asahi-193 
37 ー十+ 十

Joint 
66 

37 

Asahi-194 Joint 66 

86 

34 

Asahi-19ラ Joint 63 

83 

26 

Asahi-198 Joint F

フ
尺ノ

7ラ

Asahi-20ラ

18 

Joint 47 

67 

1: 25:土}

1: T200:土) ト十 11争 すf十 ++ it十

2ラ(一} 十十 寸ーサ争

200 ÷ す十1 十t十 ++ 

100:士}

ート+向 M 十件

1 : 3:200二} 十 寸1+ 十十十 ?↓ト

汁1ト 廿t ート

800:土} ++ p、---十~十十 汁十 村十

800 ートキ十 廿十 ふ
-

H
甘

ラO 川
計 ++ ←仁

1: 400 十 廿十 十~十全計+

1 : 1600(土} 十十 ふ
24e
 

廿4ト 十t十 比
汀・4‘.

2ラ(士)

80:J士) 十十 十

ιμ 廿十 十~十十

ー「

800 ÷ Hト H 十-r 

IV. 人工惑染f子馬の車溝反露

i1以むこ於て，主後九そ60日未i品.の.lJd流点的自

然J事染仔訴に就て血清，関節;夜その他を材料とし

て兎~í!i反肱を賓施すると :1 蔀反 f.iiJ.{ 中村}体結が訟も

汗ìfJH乞出現するが，生後約 60~70 r~l tJ.上をこ経過し

た仔民の材料で、は 3反肱がえi三行して著iりjとなる-Jji.

をj主ベた。そとで新かる蹴係主人工惑?1d子iらによ
って説察する~，生後:31 ，.... 62 日経過の仔.IJ~ 6 !Jjt， 

67，.....，240 r-I経過の仔'uJ99ft言十日副主用い，百j張感

主主に模Lて人工的Iこ.UJ流産}I;jの微量を抗日感染せ

Lめ経過を迫って 3積反底の治長を検討した。な

む:とす;仔11Jの感染試験~'C躍する詳締は北海道大与さ

農事部邦支紀要7)を参照されたい。

問ぷ民 1;)豆i中設的Lたものは生後62日以内
のもの 39ft， 67 n以上のもの 9頭計 12顕である
が，之下三主病J.1Jの中;)~誌につき凝集，沈降及び右!1

f本来j;の 3稀反足立の刊現取f主を示すと江'c7去のお1く

になる。

丘11ちろ顧のrtl， 生後31[=1に感染せしめた古
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T able. 7. Correspondence between 3 
serological reactions in the arti-

ficially infected foals. 

向し
V

戸
ヘ
ノ

e
 
r
 

p

i

 

e
 
r
 

4
L
 

.，Z
A
 

4
L
 

'
E
E
孟oh g
 

A
 ・1

一

向

包

.

曹

司

A

一

同
時

b
d
一

h
u
i
ι
L
L
i
L
A
-

剖

h
w
h一

沼

-
w
u
n
g

目

v
n
o
n

-
U
掃
討
一

m
-
a
z
I
 

C.F. T. 

0.2 0.1 0.0ラ

Ao・go(31 days after birth) 

1 :ラヮ | ー :十 十
3 

ヲ

8 

10 

12t 

1 : 100 

1 : 10J 

1 : 100 

1: 50i::¥ 

1 : ラワ

一亀
十十十

十十十

十+十 T

七十 十十

Nisiki-go ¥玲 daysafter birth) 

2 I 1: 2ラ 二二二

f
o
n
u
q
L
 

i

i

 

1 : 2ラ

1 : 2ラ

1 : 2ラ

-111 十←

すtト 十十 一

T 

14 1 : 2ラ

6

8

2

6

2

 

1

A

?

i

つh
q

L

q

J

1 :ラ3

1 : 2ラ日

1 : 2ラ

1 : 2ラH

1 : 2ラH

十十一

十士十

什十十

す十十十

十十 寸十 一ー

3ラ'

37す

Yamuwakka-go (67 days after birth) 

ラq→
ラG

1 :ラG

1: 800 

1: 800 

li:1693 

1 : 3200 

1 : 2ラ す1.L -rt 寸一

7 

-ifl +::- 十十

9 十

12 十

14 十 γit -tlト 十十

17 

20す

十ト 寸:ト→'.寸"

ふ‘+・ 守iト T'ト i::

Da戸云T面五 1

administra- 1 
tt~;;"~;ith Aggl. titre 
1iving baci1li • 

Prec. 1 C. F. T. 

1 :ラ i ワ.2つ.10.0ラ

16 

19 

23 

29 

3ラ

41 

4ラ十

'

τ

ι

4

1

 

÷

七

廿

廿

日

寸

汁

川

市

併

併

ふさ4a' 
d

ム
}

i

L

1

内

科

け

十ぺU

ぺJ
v

q

J

V

9

3

3

 

6

2

2

 

1

3

3

 
640D(士 廿十 | 十什 ÷什 廿十

1 : 12800 

1 : 25600(土}

1 : 128つ3

+十十 サす1ト 廿ト 廿十

すi十 十行 令11 剥ト

4
w
 

Hト +t+ HI-

5をは毒i投興後7白日以降より流血中に菌が検出さ
れその後5日をまiiて汝血症死を遂げたが， iちまfi--

賞して援集慣は 1:100以下に，又沈降反設iは陰，t!:.

fL一色まったc 之に反Ltf自体結合反躍u主主{投興後5
日日より出現し始め漸すく軽度乍ち:増強を示してい

る。又生後53Hに感染せしめた錦設立 37H LJ に

敗血痕死を遂げたにも拘わら宇， とのiii1経始議集

債は 1:50以下に， 又沈降反I.ifl~は陰'ttに!とまり者n

休結のみが軽度乍ら出現Lた。

之におし犬々生後67H及び 156[-lに感染せ

しめられ菌投興後20日及てA45日に成車症死を遂

げた!r二若及び美築技では者投興後12日日及び
16丹日頃より凝集，沈降及び:tr1i体結の 3種抗体が

予行して者切に問現増強している。 又生後9位2S

にJ感喜染せLめ7たζ1来i江LC，可士2読f定主幻;にに亡亡:於左於さても右相補1在H掠本結合抗体に
孟弓千i子主行して{競笈集素技び

なj沿な上記i臼以y式、外の賓験謁で、も生後6位2日にJ感惑染

せしめたf仔子潟でで、は青青.2読f虎主乞， 錦按とj同t司ヨ;絞t広民1支;に， 又生後

150 H以上経過の仔J.gs頭に感染せしめた場合に

はやfれも土若競， liL12士投等と殆どはーの態度を

元ミした。

以上の賓験成総から，人工感染J協に与さでも自

然感染おに於けるとは校，生後凡そ 60日未j誌の

仔民でほ補体結合抗悼の出現が誌もよく認められ

るが，生後九そ 70日以上を経過した仔JJJでは椋
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掠結合抗体に限らす=位の2抗体も平行Lて出現す

る頼向を示す。

v.議防波接種仔罵の血溝反摩

お8換でほ，上記生後初日以内の仔長詳と接種量

が!ri]ーであるに拘わらす=全例イロjれも接種後援業債

の上昇著HJtc-'1 : 3200~ 1 :・1'2800を示LたG

北権道内の菜種高牧場に於て堂歳馬 19頭に

おし民流産直死誌を 1 回萱:i~6mg の割で草現

に皮下，或段皮下及び毒事祇内に!tij持接種を行った。

著者は之等仔馬の接程前泣ぴに接積後2選出日の

血清につき擬集債を測定した。

成績は第8表に示す如くであって， 生後 8~

65B の仔馬群 11 頭では ~13F競を除雪，接種*1の

凝集債 1:25~1 :400に針L第 1国接種後の凝集

慣はや1tしも 1: 100;士)---1 : 200，第2国接持-後もlk

祭 1: 100.--1 : 400の範悼iに止まっている。 3:3F君主

も凝集的誘7JめからI会iく接種M背後のヲi三は殆ど認め

られ左いc 之に反し生後148丹.I:JJ二を経過Lた仔

目、よの成績から，生後65--79日未満の防空L畢j

I'C :於ける凝集素の自家奈生古をは極めて機弱である

が，生後 148日以J-_を経過した仔馬、で、は抗馬と!1!J

殺に言語集素産主能力が高まる事が推定される。

VI.考接

著者.~主持流産直白?!.~感fA.と仔民主主びに人工感染

仔訴につき，その血詰，関節波等を以て主として

凝集及び補体結の 2結反底を検討した結果，生後

約 fiO日或は 70日未識・の仔11J材料で、は，切らかに

お流産菌が桧-出されるにf'n]わらや擬集債は然ど土

井せ宇補体結合抗体は科度の芸はるるがえ多数の

ものに諮問される事を観察L.，同時に又賠かる現

Tab1e. .8. Difference in the attitude of forming agglutinin in.fQals after inoculated 
with killed abortiσn bacilli， between under 70 days and over 148 days of life. 

n~… 車内庁1.titre 1 st dose2weeks af土er1 st in∞ulati慌11 2weeks i ラweeks
No. of I LJ品 :1" I をきちae 12c2lnde d曲i(nm抱oggOu}flamtede-1 ! after Z nd l after 2Eld after I before of vaccIl出血oculation inoculation 
foals I birth I inoculation I inoculated Aggl. titre cine inoculated 一一 l 

(訟g}) 吋 iA宮gl.titre 勾 gl・4itre

27 F I 38 1: 200 I s. c. 3 i. v. 1 1: 100l士)I s. c. 5 i. v. 1 I 1 : 100 1: 200~i) 

28 F I 64 I ]: 100 1: 200 1 : 200 1 :ラO

29F ララ ]: ] 00 1: 200 " 1 : 2つo 100 

31 F I 6ラ 1: 100 1: 203 1: 1 m 

3'2F I 40 I 1: 200:士) i ¥ ，. 1: 200 1: 200 

33F I 8 I L : 1600 s. c. 3 1: 3200 1 : 600 I : 3200 

34 F I 62 I 1: 200 I s. c. 3 i. v.] i 1: 200 1 : 20) 1: 200 

3ラF I 37 I 1: 400(土 s.c. 3 1: 200 1 : 200 1: 200 

36F I ラ 1: 400 1: 200 1 : 400 1: 100 

37F I 62 I 1: ラo I s. c. 3 i. v. 1 1: 200 " 1 : 200 1 :ラ0

38F ラ7 I 1: 2ラリ 1: 100 1 : 100 1: 58 

16ラ ラ0(-) s; c_ラi.v. 1 1: 320) 

2 198 ラ0(ー}
ラ，

1 : 1280J 

3 173 ラO(ー〉 1: 64つ3

4 203 ラワH 1: 6400 

う 174 ]: 100出 1 : 1280J 

6 183 ラつ 1: 64QJ 

7 148 ラO(ー} 1: 3200 

8 198 ラ0 1: 320つ
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家をf象防液接語f子誌に於ても確認したので、ある。

之に反し生後凡そ 70日以上をこ経過している感染

馬誌びに議防接種馬に於ては，漏り補体結合抗体

のみなら宇、凝集素及てλ、沈降素も平行して出現する

~i{. を知った。

他方初生需品jへ辻初:;しを:介してのみ母.f}&の凝集

素及び補体結合抗体が移行し母起の抗体慣が言追

い程仔馬の抗1涼震は長い傾向を示す。然も斯かる

受動菟疫の場合には凝集素及もど補体結合抗掠誌必

一言、千行して現れ，雨も弱者共にJ¥:.約 60日後には治

夫若しくは正常値迄低下する傾向を右ずる卓をJ:1l

った。

以上の如く少なくも生後 6， 70日未満の仔

誌に於ける血清長底は，その免疫が受動的たると

能動的たるとを向わ宇猿!f干の態度を示すもので

あって， j{さって新かる幼若f子馬の車涜診断を行わ

んとする際に広成誌に於けるj血清反[を;態度と異な

る誌をこ充分心得て暑く必要がある。即ち斯かる場

合には議めド土馬の7象防i夜接種、の有無，仔馬の強健

或は虚弱及び暗雲、Lの手ffn~ を硲める-iz，仔馬血清

のみならすτ-そのj手足血清に就ても議集及び補j本結

の雨反臨を賓施して，先す=母仔出1の抗体移行関誌

をこ11]1かにする必要がある。若し母践が声iい抗体izz
を示しf:lつ仔1与が盛んに昨季Lしているならば，診

断は全く不可吉ちとなる。之に反し母馬がj畏菟疫の

扶態である場合には母仔IHJの抗誌移行関係をお-志

する必要はなく，草に仔馬[主L清に就て補体結合反

症を賓施する事むより殆どJ多額の目的を建し得

る。又初生駒と難も生後6，70 13以上を経過して

いる時は， f1今簡に際して最初から母仔i自の抗体移

行関保を考虐:する必要はなく，又仔馬白体に於て

も凝集素，沈降素の産生能が活動化している1.i.t，

成馬に時けると刊誌jixて手抜の復雑な補体結合反

感を選ぶ必要.なく，簡易な凝集反庭或は沈降反[症

によって容易に日的を;主し得るのである。

VlI.線、括

(1). 母}馬.f.五F弓Jの凝集素及び

介してな主蓮主に仔馬体内へ移行する G 市して之宅の

移行抗持~~土?子.tg f;本 l入iで千行して浩長し凡そ 60 日

を辛iiて治夫若しくは正常自立迄低下するのが普通で

ある。 ~uç 1， 2及び 3去参照)

(2). 1子高がJl~流2産菌に感染した場合，生後凡

そ6，70 H未溺のものでは多数例に於て凝集素は

出現しないがち!河本結合抗体注者明に出現する傾向

がある。(第ろ及び7表参照)之にE乏し生後凡そ 70

汀以上を経過しているものでは，補体結合抗体の

みならや凝集素及び沈降素も平行して出現する。

(当rc6及び7去参照)又J;J，J二の現象は議訪液接種仔

j与に於ても観察される。{第8:長参照j

(3). 生後凡そ6，70日未j読の有j生駒に就て民

流言:菌感染の有無を血j青反患のみによって診麟せ

んとするならば，以上 (1)及び(2)の事項を考怠し

て議め母仔閣の抗体移行関採を知ると共に補体結

合反憶を寅施しなければならぬ。之に反し生後凡

そ70日以上む経過じたl1f!'i乳駒で立，母:1子関の抗体
移行調係をこ括1草する必要がなく，而も千技簡単な

凝集反睦;或は沈降反誌によっても容易に診欝を下

し得る。

本研究は文部省科挙研究;誌によって途行し符

たもので誌に営同に封し感謝する。なbi各始街i懇

篤なる御指導と御校認を賜ったよF..戸教授に感謝し，

併せて経始抑鞭撞下された故北里研究所ー部長葛西

博士に謝意を去する。又元北海道農事試験場畜産

部え民正技官立立びに教室長各伎の御援助主i島議す

る。
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漬 B~--f子馬のパラチフスヨ主に闘する研究

EXPERLMENTAL STUDIES ON PARATYPHOID IN FOALS. 

III. SEROLOGICAL REACTIONS OF FOALS AGAINST 

SALIHONELLA ABORTUS-EQじL

HA:.fADA， S. 

(Lαboγαtoγy of Fetet"inaγy Hygiene and JJ1icγobiology， H okkaido 
University， Sapporo， J，ι1，pαn. Chief: Prof. Dr. K. HIHATO) 

Investigation ¥'vas conducted to learn the transference of antibodies from mare to foaL 
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At the same time， invεstigation was made on how antibodies dεvelop in foals infected naturally or 

artificially with living abortion bacilli， and a1so in foals vaccinated with killed abortion bacilli， 
ln conc1usion， discussion ¥vas offered on the serological diagnosis in foals infected with abortion bacilli. 

The results obtained are summarIzed as follO¥vs: 

(1). lVlaternal agglutinin and complemεnt fixing antibody transfer rapidIy to the newly-horn foal 

through the colostrum. These antibodies ¥vhich transfered to the ne，司11y-born foal through thεmil七usually

apper in paral1cl in the blood of foals， and， even ¥vhen the foals are continuously nursed with the milk， 
both antibodies disappear or diminish to normal level after about 60 days. (Table 1， 2 and :5'. 
(2). When foaJs of less than nO-70 days after birth are infected with abortion bacilli， thεre is a tendencJ 

for the agglutinin 110t to be present but the complement fixing antibody develops. (Table [) and 7). 

On the contrary， in the foals infccted at the age more than 70 days after birth， not on1)' the com-

plement fixing antibody， but also the aggl utinin and the precipi tin develop remarkably in. parallel. (Table 

6 and 7). 

The above mentioned results were similarh' demonstrated too in the foals vaccinated with killed abor-

tion bacilli. (Table. 8). 

(3). If one desires to diagnose by the serological method whether suc云lingfoals under 70 days of age 

have been infected or not with abortion bacilli， taking the above mentioned two items into consideration， 
at first， it is necessary to ascertain whethεr the mother mare had been inoculated or not with vaccine and 
whether the foal had sucked or not the colostrum of imm ur】izedmare， that is， one must understand in 

advance the referencεof transfer of antibodies from mother mare to her foal. 

If the mother mare had not been v-accInated， one must necessarily carry out the complement fixation 
test wi th serum of infected foal. 

However， when the foal had sucked the colostrum of immunized mother mare， or had been inoculated 
with vaccine， it is impossible to diagnose by the serological mcthod whether the foal has been infected or 

not. 

On the contrary， if the infected foal v，as already more than 70 days old and had not been inoculated 
with vaccine， i t is not needful to consider the transfer of passive antibodies to the foal from thεmare; 
moreover， it is easy to diagnose by means of thεagglutination or the preciptation tεst which are more 
simplc methods than the complement fixation test. 


